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　「
飯
田
愛ま

な

実み

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
〜
巡
礼
の
年

　第
２
年
と

リ
ス
ト
・
ア
レ
ン
ジ
編
Ⅱ
」
が

十
二
月
十
日
（
火
）
、
守
山
文

化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
催

さ
れ
る
。
午
後
二
時
開
演
、
同

一
時
半
開
場
。

　名
器
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
を
所

有
す
る
守
山
・
熱
田
・
緑
文
化

小
劇
場
に
よ
る
共
同
企
画
（
全

六
回
）
の
最
終
章
。
飯
田
さ
ん

は
南
山
高
校
女
子
部
を
卒
業

し
、
桐
朋
学
園
大
学
を
経
て
パ

リ
国
立
地
方
音
楽
院
に
留
学
。

同
高
等
音
楽
院

で
も
学
び
、
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
受

賞
や
コ
ン
サ
ー

ト
へ
の
出
演
な

ど
国
内
外
で
活

躍
し
て
い
る
。

　今
回
の
曲
目
は
、
リ
ス
ト

「
巡
礼
の
年

　第
２
年
『
イ
タ

リ
ア
』
よ
り

　Ⅴ．
ペ
ト
ラ
ル
カ

の
ソ
ネ
ッ
ト
第
１
０
４
番
」

や
、
リ
ス
ト
編
曲
「
魔
王
」

（
原
曲
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）
ほ

か
。
チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は

千
円
。
未
就
学
児
は
入
場
不
可
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　金
城
学
院
大
学
に
よ
る
「
み

ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
十
二
月
二
十
五
日

（
水
）
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
る
。
午

後
二
時
開
演
、
同
一
時
開
場
。

　管
楽
と
声
楽
、
両
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
「
リ
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ズ
」

を
は
じ
め
と
し
た
同
大
文
学
部

音
楽
芸
術
学
科
の
学
生
と
、
そ

の
指
導
者
ら
が
出
演
。
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
や
童
謡
メ
ド
レ
ー

演
奏
の
ほ
か
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
「
バ
レ
エ
音
楽
『
く
る
み

割
り
人
形
』
よ
り
」
の
ピ
ア
ノ

連
弾
な
ど
を
繰
り
広
げ
る
。

　ま
た
、
み
ん
な
で
「
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
」
を
演
奏
（
希
望
者
は

リ
コ
ー
ダ
ー
を
持
参
）
し
た

り
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
運
命
」

で
指
揮
者
を
体
験
す
る
コ
ー
ナ

ー
も
あ
っ
て
多
彩
な
内
容
。
区

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
す

る
。
チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）

は
一
般
千
円
、
大
学
生
以
下
五

百
円
（
四
歳
以
上
入
場
可
）
。

　と
も
に
問
い
合
わ
せ
は
守
山

文
化
小
劇
場
＝
☎
０
５
２
（
７

９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　「
飯
田
愛
実
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
」
「
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
招
待
券

を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
紙
読
者
三
組

六
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル
」
ま
た
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」
ど
ち
ら
か
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
二
十
六
日

（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

＝
竜
泉
寺
二
＝
は
十
二
月
一
日

（
日
）
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
「
秋

の
小
幡
緑
地
を
巡
る
」
を
開
催

す
る
。
一
般
対
象
で
参
加
無

料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

　コ
ー
ス
は
地
蔵
群
や
森
林
浴

の
森
、
竜
巻
池
、
せ
せ
ら
ぎ
広

場
な
ど
を
巡
る
約
六
㌔
。
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
は
、
ゆ
と
り
ー

と
ラ
イ
ン
小
幡
緑
地
駅
＝
竜
泉

寺
二
＝
と
な
っ
て
い
る
。

　受
け
付
け
時
間
は
ス
タ
ー
ト

が
午
前
九
時
―
同
十
時
、
ゴ
ー

ル
が
午
前
十
時
半
―
午
後
一

時
。
「
歩
き
や
す
い
服
装
と
履

き
慣
れ
た
靴
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、
完

歩
賞
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
。

　雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。
開

催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
八
時

以
降
に
名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ

ヤ
ル
＝
☎
０
５
２
（
９
５
３
）

７
５
８
４
＝
で
。
問
い
合
わ
せ

は
名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス

営
業
推
進
課
＝
☎
０
５
２
（
７

５
８
）
５
６
２
０
＝
へ
。

　恒
例
「
農
産
物
品
評
会
」
の

展
示
と
即
売
が
十
二
月
一
日

（
日
）
、
守
山
区
役
所
＝
小
幡

一
＝
三
階
講
堂
で
催
さ
れ
る
。

　な
ご
や
農
業
協
同
組
合
の
守

山
・
守
山
東
・
志
段
味
支
店
ほ

か
が
主
催
。
区
内
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
の
品
質
向
上
と
、
地

産
地
消
の
推
進
を
図
る
た
め
に

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
。

　展
示
は
午
前
九
時
―
同
十
時

の
間
。
ま
た
午
後
一
時
か
ら
、

出
品
さ
れ
た
野
菜
な
ど
の
即
売

が
行
わ
れ
る
。
売
り
切
れ
次
第

終
了
。
「
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
」
と
主
催
者
。

　問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
農
政

係
＝
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
４

５
５
１
＝
へ
。

　◇
レ
モ
ン
展

　12
月
１
日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
４
・
30
、
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
☎
０
５
２
（
７
３

６
）
３
３
４
４
。
レ
モ
ン
に
関

す
る
ミ
ニ
知
識
、
情
報
や
解
説

の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
。
※
18
日

・
25
日
（
月
）
は
休
園
日
。
無

料
　◇
健
康
も
り
モ
リ
ッ
ス
体
操

ク
ラ
ブ

　〜
運
動
は
〝
元
気
の

薬
〞
〜

　23
日
（
土
・
祝
）
前
10
―
11

・
30
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議

会
☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０

１
１
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

ゲ
ー
ム
を
中
心
に
、
年
代
を
問

わ
ず
楽
し
め
る
体
操
ク
ラ
ブ
。

運
動
し
や
す
い
服
装
で
、
飲
み

物
を
持
参
。
一
般
対
象
。
無
料

　◇
し
だ
み
寄
席

　23
日
（
土
・
祝
）
後
２
―

３
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
落

語
会
。
幼
児
―
一
般
対
象
。
無

料
。
※
そ
の
ほ
か
、
同
日
は

「
志
段
味
図
書
館
ま
つ
り
」
と

し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
や
オ
カ
リ
ナ

コ
ン
サ
ー
ト
、
謎
解
き
ゲ
ー
ム

な
ど
多
彩
な
催
し
あ
り
。

　◇
な
ご
や
か
ウ
オ
ー
ク
守
山

〜
歴
史
と
自
然
の
坂
道
め
ぐ
り

〜

　24
日
（
日
）
前
９
―
10
、
守

山
区
役
所
駐
車
場
で
受
け
付

け
、
随
時
出
発
。
※
問
い
合
わ

せ
は
区
役
所
地
域
力
推
進
室
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
４
５
２
７

へ
。
小
雨
決
行
、
開
催
の
有
無

の
確
認
は
当
日
、
前
８
―
名
古

屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

２
（
９
５
３
）
７
５
８
４
へ
。

長
塚
古
墳
や
翠
松
園
緑
地
、
大

森
寺
な
ど
を
巡
り
、
檀
ノ
浦
公

園
ま
で
の
約
五
㌔
の
コ
ー
ス
。

先
着
三
百
人
に
参
加
賞
あ
り
。

一
般
対
象
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
。
無
料

　◇
ベ
ジ
タ
ス
ヨ
ガ

　26
日
（
火
）
①
後
１
―
２
・

30
②
後
２
・
45
―
４
・
15
、
守

山
福
祉
会
館
☎
０
５
２
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
①
②
は
同
じ

内
容
。
六
十
歳
以
上
の
人
対
象
、

当
日
自
由
参
加
。
初
め
て
同
会

館
を
利
用
す
る
場
合
は
手
続
き

（
利
用
証
の
交
付
）
要
。
無
料

　◇
守
山
区
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
・
地
域
女
性
の
集

い
・
明
る
い
選
挙
推
進
区
民
の

つ
ど
い
合
同
講
演
会
「
は
じ
め

て
学
ぶ
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
〜
正
し

く
知
っ
て

　考
え
よ
う
〜
」

　28
日
（
木
）
前
10
―
11
・
45

（
前
９
・
30
開
場
）
、
守
山
文

化
小
劇
場
。
※
問
い
合
わ
せ
は

区
役
所
地
域
力
推
進
室
☎
０
５

２
（
７
９
６
）
４
５
２
４
へ
。

講
演
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
ら
の

話
な
ど
二
部
構
成
で
。
一
般
対

象
、
定
員
四
百
人
。
無
料

　◇
守
山
区
在
宅
医
療
・
介
護

市
民
向
け
講
演
会
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
そ
こ
ん
と
こ
ど
う
な

の
？
」

　28
日
（
木
）
後
２
―
３
・

15
、
守
山
区
休
日
急
病
診
療
所

＝
小
幡
一
ノ
三
ノ
二
。
※
問
い

合
わ
せ
は
守
山
区
は
ち
丸
在
宅

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
２
（
７

９
５
）
０
８
７
４
へ
。
陶
生
病

院
・
感
染
症
内
科
主
任
部
長
の

武
藤
義
和
さ
ん
ら
が
講
師
に
な

っ
て
話
を
。
一
般
対
象
、
当
日

先
着
八
十
人
。
無
料

　◇
勉
強
・
宿
題
お
た
す
け
隊

　29
日
・
12
月
６
日
・
13
日

（
金
）
後
５
・
30
―
７
、
守
山

児
童
館
☎
０
５
２
（
７
９
６
）

１
５
０
１
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

先
生
ら
〝
お
た
す
け
隊
〞
が
、

勉
強
や
宿
題
の
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
を
教
え
て
く
れ
る
催
し
。

中
学
生
対
象
。
無
料

　◇
お
は
な
し
＆
工
作
会
「
わ

ゴ
ム
で
作
ろ
う
!
１
げ
ん
ギ
タ

ー
」　30

日
（
土
）
後
２
・
30
―

３
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
と
工
作
。

幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　◇
い
き
い
き
美
容
教
室
〜
お

化
粧
と
ハ
ン
ド
ケ
ア
で
元
気
に

な
ろ
う
〜

　12
月
22
日
（
日
）
後
１
・
30

―
３
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
☎
０
５
２
（
７
９
１
）
７
１

６
１
。
講
師
は
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
草
野
博
子
さ

ん
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
電
子
申
請
）
な
ど
で
受
け
付

け
、
12
月
１
日
（
日
）
必
着
。

六
十
歳
以
上
の
人
対
象
、
定
員

二
十
五
人
。
参
加
費
八
百
円

（
教
材
費
込
み
）

仲川　友絃くん（なかがわ・ゆいと）
2019・５・13生まれ＝小幡北＝
　▽ゆいとくん大好きだよ。

　あ
な
た
の
元
に
も
「
動
画

料
金
が
未
納
で
す
。
至
急
こ

ち
ら
に
連
絡
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
た
内
容
の
メ
ー
ル
や

「
訴
訟
最
終
告
知
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
書
か
れ
た
は
が

き
が
届
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　も

し
、
そ
う
い
っ
た
メ
ー

ル
・
は
が
き
が
届
い
て
も
連

絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
連

絡
し
て
し
ま
う
と
言
葉
巧
み

に
誘
導
さ
れ
、
現
金
を
だ
ま

し
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

冷
静
に
な
っ
て
考
え
、
だ
ま

さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　【
被
害
防
止
対
策
】
▽
携

帯
電
話
な
ど
は
迷
惑
メ
ー
ル

拒
否
設
定
に
▽
犯
人
と
直
接

会
話
を
し
な
い
よ
う
、
電
話

機
は
常
時
留
守
番
設
定
に
▽

電
話
や
メ
ー
ル
、
は
が
き
な

ど
で
「
還
付
金
」
「
Ａ
Ｔ

Ｍ
」
「
未
納
料
金
」
「
訴

訟
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
出

た
ら
詐
欺
を
疑
う
▽
見
覚

え
の
な
い
メ
ー
ル
や
は
が

き
に
は
注
意
▽
一
人
で
悩

ま
ず
、
家
族
や
警
察
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

多
発
し
て
い
る
架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届
け

し
ま
す
。

飯
田
愛
実
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

飯田愛実さん

毎
年
恒
例
、
好
評
の
「
み
ん
な

の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

ウオーキングでは、こんな風景が見られるかも

来月１日

「
農
産
物
品
評
会
」の
展
示
と
即
売

区
内
農
産
物
の
品
質
向
上
と
地
産
地
消
へ

多くの来場者でにぎわう農

産物品評会の即売（昨年）

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の

「
レ
モ
ン
展
」
（
以
前
）

豊
か
な
自
然
と
触
れ
合
え
る

「
な
ご
や
か
ウ
オ
ー
ク
守
山
」

来月１日「秋の小幡緑地を巡る」

ゆとりーとラインのウオーキング


